
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

前
納
割
引
が
お
得
で
す

第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付

遺
族
基
礎
年
金
は
、

　

ど
ん
な
と
き
に

　

受
け
ら
れ
ま
す
か
？
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　国民年金は、国が運営する公的年金です。20歳から60歳までのすべての方が
公的年金に加入します。終身年金なので、受給開始から生涯にわたり老齢基礎
年金を受け取ることができるほか、けがや病気、万一のときも障害基礎年金、
遺族基礎年金が受け取れます。
　保険料を納付して、年金を受け取ることは、義務であり権利です。

　国民年金は、国が運営する公的年金です。20歳から60歳までのすべての方が
公的年金に加入します。終身年金なので、受給開始から生涯にわたり老齢基礎
年金を受け取ることができるほか、けがや病気、万一のときも障害基礎年金、

国民年金特集
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　国民年金は、国が運営する公的年金です。20歳から60歳までのすべての方が
公的年金に加入します。終身年金なので、受給開始から生涯にわたり老齢基礎
　国民年金は、国が運営する公的年金です。20歳から60歳までのすべての方が
公的年金に加入します。終身年金なので、受給開始から生涯にわたり老齢基礎
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老
齢
基
礎
年
金
は
、

　

何
歳
か
ら
、
い
く
ら

　

受
け
取
れ
ま
す
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
を
合
算
し
た
期
間
が
、
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

（
加
入
可
能
年
数
40
年
）
の
保
険

料
を
す
べ
て
納
め
る
と
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま

す
。

※
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
（
第
２
号
被
保

険
者
を
除
く
）
を
し
て
、
満
額

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

◆
繰
り
上
げ
受
給

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
請
求
し
た
時
点
に
応

じ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減

額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
繰
り
下
げ
受
給

　
希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
、
繰
り

下
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
た
時
点
に
応
じ

て
年
金
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
増
額

率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
は
、

　

ど
ん
な
と
き
に

　

受
け
ら
れ
ま
す
か
？

条
件
そ
の
１
（
初
診
日
）

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
条
件

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
20
歳
前
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
期
間
中
、
ま
た
は
被
保
険
者
の

資
格
を
失
っ
た
後
で
も
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
間
に
、
障
害
の
原
因
と
な
る

病
気
や
け
が
の
初
診
日
が
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
受
給
の
方
は
除
き
ま
す
。

繰
上
げ
受
給
の
方
は
除
き
ま
す
。

条
件
そ
の
２
（
障
害
の
程
度
）

　
障
害
の
程
度
が
、
20
歳
に
達
し

た
と
き
、
ま
た
は
障
害
認
定
日
に

お
い
て
、
国
民
年
金
の
障
害
等
級

１
級
ま
た
は
２
級
の
い
ず
れ
か
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

条
件
そ
の
３
（
保
険
料
納
付
）

　
次
の
保
険
料
納
付
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

免
除
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が

３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に
、
保

険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
こ

と
。

※
初
診
日
が
20
歳
前
に
あ
る
と
き

　
は
、
保
険
料
納
付
要
件
は
不
要
。

　
傷
病
（
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
）
に
つ
い
て
、
初
め

て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療

を
受
け
た
日
を
い
い
ま
す
。

※
同
一
傷
病
で
転
医
が
あ
っ
た
場

　
合
は
、
一
番
初
め
に
診
療
を
受

　
け
た
日
が
初
診
日
。

　
障
害
の
程
度
を
定
め
る
日
の
こ

と
で
、
そ
の
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
傷
病
に
つ
い
て
の
初
診
日
か
ら

起
算
し
て
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内

に
そ
の
傷
病
が
治
っ
た
場
合
（
症

状
が
固
定
し
た
場
合
）
は
そ
の
日

を
い
い
ま
す
。

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る

妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
支
給
の
要
件

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

　
間
に
死
亡
し
た
と
き
。

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

て
い
た
方
が
死
亡
し
た
と
き
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が

　
死
亡
し
た
と
き
。

④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

保
険
料
の
納
付
要
件

　
前
記
①
ま
た
は
②
の
場
合
、
死

亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険

料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期

間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２

以
上
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
、

死
亡
し
た
方
が
65
歳
未
満
で
あ
れ

ば
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
直
近
１
年
間
に
、
保
険
料
の

未
納
期
間
が
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。
す
。

対
象
と
な
る
「
子
」
と
は
？

　
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末
ま
で

の
子
、
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
子
が

対
象
で
す
。
死
亡
し
た
当
時
、
胎

児
で
あ
っ
た
子
も
出
生
以
後
に
対

象
と
な
り
ま
す
。

象
と
な
り
ま
す
。

生
計
維
持
と
は
？

　
「
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
方
」
と
は
、

死
亡
当
時
、
死
亡
し
た
方
と
生
計

を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
、
年
収

８
５
０
万
円
の
収
入
を
将
来
に
わ

た
っ
て
得
ら
れ
な
い
方
で
す
。

遺族基礎年金の年金額

子のある妻に支給されるときは、
（平成 23年度）

　　788,900円＋子の加算額

子２人まで……（子１人につき）227,000 円
子３人目から…（子１人につき）　75,600 円

子に支給されるときは、
　　788,900円＋２人目以降の子の加算額
　　（子の数で割った額が１人あたりの額）

　
国
民
年
金
の
独
自
給
付
と
し
て

「
寡
婦
年
金
」
、
「
死
亡
一
時

金
」
お
よ
び
「
付
加
年
金
」
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

寡
婦
年
金
と
は
？

　
第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入

被
保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

夫
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
、

夫
と
の
婚
姻
関
係
（
事
実
婚
を
含

む
）
が
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る

妻
に
対
し
て
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
老
齢
基
礎
年
金

の
計
算
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額

の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

　
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
た
場
合

　
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
と
は
？

　
死
亡
一
時
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
納
付
済
期
間

が
３
年
以
上
あ
る
方
が
死
亡
し
た

と
き
に
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
遺
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

の
順
番
で
、
死
亡
し
た
と
き
に
生

計
を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
す
。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

　
方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
ど
ち

　
ら
か
一
方
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
口
座
を
お
持
ち

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
、

年
金
事
務
所
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

初
診
日
と
は
？

障
害
認
定
日
と
は
？

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分
現金支払（前納）
【割引額】

８９，１５０円
７３０円お得

１７６，５７０円
３，１９０円お得

口座振替（前納）
【割引額】

１4，９３０円
５０円お得

８８，８６０円
１，０２０円お得

１７５，９９０円
３，７７０円お得

現金支払（月々） １４，９８０円 ８９，８８０円 １７９，７６０円

国民年金の保険料（平成24年度） 障害基礎年金の年金額

※18歳到達年度末日までの間にある子（または
１級・２級の障害の状態にある20歳未満）が
ある場合、加算されます。

１級障害　986,100円＋子の加算額
（平成23年度）

２級障害　788,900円＋子の加算額

子２人まで……（子１人につき）227,000 円
子３人目から…（子１人につき）　75,600 円

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
（
付
加
保
険
料
）
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
の

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
納
付
が
必
要
で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ら
か
一
方
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
と
は
？

平成23年度　老齢基礎年金（満額）：７８８,９００円（月額６５,７４１円）

【減額になる割合】全額免除：４／８（４／６） ４分の３免除：３／８（３／６）

半額免除：２／８（２／６） ４分の１免除：１／８（１／６）

※免除期間がある場合、その月数と免除になった保険料の割合に応じて
　減額になります。

※かっこ内の数字は平成21年３月以前に免除期間がある場合

　
間
を
満
た
し
て
い
る
方
が
死
亡

　
し
た
と
き
。


